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人名大辞書』 （仙台人名大辞書刊行会）に掲載されています。それによれば、酒造業を営む一方で、北山から根白石に通じる街道を修復 たこと、天保飢饉に際しては、人々の救済のため粥の施しを行ったり、救済資金として多額の私財を藩に献じたこと、飢饉対策のため弘化二年（一八四五）に「善悪種蒔草」 いう印刷物を刊行したことなどが記さ ています。
52
この記事の基になったのは、今も北山の秀林寺に残されている、菊田源兵衛休夢（きゅ


































こっています。これは、国の地震の判定機関によって、一九七八年（昭和五十三）に発生した宮城県沖地震と同じ震源で発生した地震であることが確実視されています。この地震が飢饉の間に起こっていたということは、これま の歴史研究者はほとんど注目し きませんでした。今回の報告でも、地 の影響についてはくわし 述べることが出来ないのですが、天保時代 仙台藩は、気候不順と地震が重なったまさに災害の時代にあったのです。
ところで、飢饉はなぜ起こるのでしょうか。一般的には、長期間にわたる冷害とそれに
ともなう凶作で米が不足する め、とお考え なると思います。しかし、近年 でそのよう 自然的要因 飢饉に直結する ではなく 米不足による米価の高騰と、それを見越した投機的な米穀取引により、自らの生存のため確保すべき食料までも市場 売却してしまうという、人災的な 大きいことが明らかにされています（菊池勇夫『飢饉社会史』校倉書房
　
一九九四年） 。一方、このような利益追求に努めたのは大きな米商人
たちだけではありません。わずか 米を元手に投機に参加して利益を確保し そ 結果自らが必要な米まで売 払ってしま ような一般の人々の動きもあり した（拙稿「天保飢饉か の復興と藩官僚─仙台藩士荒井東吾「民間盛衰記」の分析から『東北アジア研究』
14　
二〇一〇年） 。食糧確保をめぐって社会が揺れ動くなかで、菊田家がどのような活動










































おうとしたためだ、という風聞です。「御蔵米」とは、下級の藩士に与えられた扶持米のことだと考えられます。なぜ又兵衛のところに藩士の扶持米が集まってくるのかはわかりませんが、又兵衛が藩士相手の金融を営んでいた、というような理由も考えられま 同年は冷夏で、秋の凶作を見越して米の値段が上昇するなかで、又兵衛 米を抱 込ん 利益を得ようとしている、それはけからんというような噂が「世上」で広く流布したということです。 「世上」とは「世の中」というような意味ですが、ここ は東昌寺門前町や仙台城下町の町人の間で、と うことでしょう。万右衛門は、又兵衛の施し このような批判に対して打ちこわしを避けるために行ったのであり、元々救済などをするよ な「人柄」ではないと、手厳しい評価をいます。万右衛門は、さらにこの翌年十月、菊田屋又兵衛が通町の南隣にあたる仙台城下町の二
































































に一人当たり米一盃（四合程度）の割合で家内の人数に応じて支給するというものです。亀岡新宮は翌天保五年六月に幕府の命を受け、藩自らが取り壊すことになってしまうのですが、普請に 多くの人々が参加して救済 ていました （同前書） 。しかし、 ここに 「宿守」を参加させる 人 が多くなりすぎ、 が行き届かなくなって まう。そこで、宿守たちには「ところ」 （野老、ヤマイモ科の多年草の根）やワラビの根を掘らせて藩が買い上げることとしたのでした。代金として支払われるお金で米を買わせるようにしようということでしょう。
小松は沢口家に「骨折」を依頼しています。実際には、沢口家のような有力商人の資金




















いろいろな理由が考えられますが、文化年間（一八〇四─一八） は藩への御用金を調達する「融通組」の一員であった沢口家に比べ、菊田家はそれほど藩との関わりがなかったということも推測されます。しかも、前に述べたように、この時期の菊田家 米の囲い込みを疑われ 状況にありました 出入司の小松については別稿で触れたことがあります （拙稿「さむら 達の天保飢饉 『国史談話会雑誌』
50　
二〇一〇年） 。小松はこの時期の城下








んですが、羽州、すなわち今の秋田県および山形県 日本海に面した地域 より被害が大きかったとされます （菊池勇夫 『近世の飢饉』 吉川弘文館
　
一九九七年） 。仙台城下町へも、


































































ところで、沢口家と菊田家が懇意であったということを述べました。この史料からも両家が、天保飢饉に際して、他領からの「流民」への救済を連携して行っていたことを示すと考えられます。領外から仙台城下町に入ってくる人々を、北 南の入口に位置する有力者が共同で管理するという様子は の屋敷が 「検断屋敷」 呼ばれてい ように、人々の往来をつかさどる立場としての活動だったとも考えられます。
これと関連して、検断屋敷文書の中には、秋田の横手柳町（横手市）や稲庭（湯沢市） 、
















































えられたことは確実です。内容ですが、菊田家が藩から扶持を下されると共に、公に苗字を名乗ることを許可されたため、 「菊田」 の姓を公称することを願い出ています。すなわち、検断屋敷の主である される菊田家が、 という苗字を公に名乗る事が出来るようになったのは、天保六年閏七月のことだったこと この史料で初めて明らかになりました。
66
その後の菊田源兵衛の動きについても、断片的な史料から紹介しておきたいと思いま
す。天保七年（一八三六）凶作に際し、仙台城下町では大町商人の佐藤助右衛門の発案により、同年十二月に救済資金調達のために「万人講」と呼ばれる富くじ方式の講が実施されていま （ 『仙台市史』 通史編５近世３
　






した大山酒は最上川を経由し 、関山峠から 城下に移送されたようですが、菊田家は仙台藩の役人と共にその差配役を務めたようです。酒が何に使われたのかは不明ですが、別所万右衛門の記録によれば、同年七月の土用後には「仙台中」で「他邦酒」が「逼迫」したため、城下町 酒屋が酒田（山形県酒田市）に買い付けに出向いたとあります（ 「天保凶歳日記」四） 。天保四・五年以上の凶作・飢饉 見舞われている もかかわらず、酒を欲する仙台の人々の消費欲については、なぜ飢饉が起こるのかという原因を考える上で大きな問題を投げかけているといえます。菊 家による大 酒の移入は、都市の物価や治安対策として行われたとも解釈することが出来ます。
菊田源兵衛家は天保四・五年飢饉での功績により、藩から扶持米の付与と苗字 公称を






えて積極的な活動を行っていました。商機は逃さず 対応しつつ 飢饉に苦しむ人々を救済し、さらには死後の供養までも行っています。飢饉下の有力者が、商機 社会活動を両立していこうとするのは、至極自然なことだと考えます。源兵衛の活動を 経営 社会活動のいずれをも自 のつとめ して積極的に行い、社会での存在感を強めていった、天保飢饉期 仙台城下町商人像を示すも とし 評価 おきたい おもいま 。
その後の菊田源兵衛家ですが、三代目の源兵衛休夢は嘉永四年（一八五一）に仙台藩主
（伊達慶邦）から褒賞を受けています（ 「源貞氏耳袋」十一） 。天保飢饉の救済に加え、国分根白石（仙台市泉区根白石）から城下へ 街道 修復したり、家内和合に努め、教訓書として『善悪種蒔鏡』という印刷物（写真
5）を発行したことに対するものでした。









































と呼ばれる城下町以外の地域行政を担当する郡奉行や、出入司といった藩の要職を務めています。本題とは離れますが、仙台藩では家柄や禄高の高い上級藩士が要職を歴任していたと うイメージが強いので 実際には、特に江戸時代後期以降は、荒井のような禄高一〇〇石を下回る下級 武士が藩 要職に就いている事例が多く見られます。
その荒井の意見書における、菊田源兵衛家についての記述は要約する 次のようなもの
です。菊田源兵衛は玉造郡、別な史料から岩出山町だとわかるのです 、そこでの清酒醸造を許可された。菊田家が「過分」に酒を造り、石巻や江戸、さら は「御城」に売りさばいているので、城下町はもちろん 岩出山町など所々の人々が「迷惑」している。源兵衛の酒造は、酒 原料となる米の相場にまで影響 及ぼし、仙台藩 年貢米と 別に農民から米を買 上げて江戸に販売する「御買米」の量も減って まっている。そこで、酒造りを「古法」に復せば、米相場も がり 人気」も穏やかに るだろう。
安政年間の菊田家が、玉造郡で清酒を大量に生産してい こと。その酒が、港町である




べられています。 「御先代」 （十二代藩主伊達斉邦／一八一七─四一）の時代、藩から酒造を許可されていたすべての家に一軒当たり 〇〇石から一五〇石まで生産を許可し、 「御役」も免除する。その代わり、生産 るのは 「薄酒」 ではなくすべて 「上酒」とし、一升当たり八十八文の販売価格を守らせるというものでした。詳細については今後の研究課題ですが、 造業者から 運上金（営業税）が小売価格に反映されないようにして良質な酒を公定価格で販売させることで、物価 安定と領民たちの需要に応えよう 意図があったと推測されま 。
以上の点から、この時期の菊田家の酒造経営については、次






















町、南端の河原町には、衣類などの安い商品が豊富にそろい それを目当てに大勢の人々が集まる、いわば「ノミの市」ともいえるような空間となっていた 指摘がありました。これに関連して、上記の各町には、文政十三年（一八三〇）十月に藩によりそれぞれ一軒ずつの酒造の営業が許可されています（前掲「清酒屋方留」 ） 。各地から人 集まる場所で、飲食に対する需要が高まったことが、各町で 酒造免許の背景の一つとして考えられます。
菊田源兵衛家は、そのような町の一つである東昌寺門前町に屋敷を構えていました。菊






航にともない、西洋式の軍艦や、軍隊の制度を急ピッチで導入していきます。それは江戸幕府や、ドラマの主人公となって再び注目を集めた坂本龍馬の土佐藩など西南諸藩に限ったことではありません。仙台藩でも安政二年（一八五五）七月に、石巻へアメリカの測量船が渡来するという事件を契機に、軍艦 「開成丸」 の建造や洋式兵制の整備を進め （ 『仙台市史』通史編５近世３
　
四五七─四六三頁） 。菊田家は藩の専売制に関わる商人として












留守居にあたる役職をつとめた大童信太夫という藩士の慶応三年（一八六七）の日記があります （ 「日程記」 『仙台市史』 史料編２近世１ 政編所収） 。同年の七月から八月にかけて、横浜のオランダ系アメリカ人商人ヴァン・リードから「雷銃」五二〇挺を金二〇〇両で購入しています。購入 際しては、星恂太郎（写真
6）という人物がかかわっていました。
星は大童のもとに イフルの見本を持参したり また銃 代金二〇〇両も星を通じて支払われています。
星恂太郎についてはご存じの方も多いと思います。幕末の仙台藩で、いわゆる「志士」
的な活動をした人物です。もともとは東照宮の宮司の子で、東照宮の料理人的なこと していたのだけれども、それを嫌って武芸を習い、元治年間に脱藩して諸藩を遊歴 とされます。彼は横浜でイギリス式 兵学を学ぶとともに、ヴァン・リードの店で働いてのでした（藤原相之助『仙台戊辰史』下巻、以下星恂太郎と額兵隊の記載は同書による） 。
その星恂太郎ですけれども、慶応四年（一八六八）一月に鳥羽・伏見の戦いが起こって




「楽」という字をあてていたとのことです。一〇〇人ほどの藩士を士官候補として訓練をしていましたが、戦局が緊迫する中で、藩士たちはほかの隊に編入されてしまいました。そこで、新たに藩士の二・三男から八〇〇人余りを募集し、それを砲兵、 「土坑兵」 （工兵） 、楽兵（軍楽隊）に編成して結成したのが「額兵隊」です。額兵隊 軍服は、当時のイギリス歩兵にならった赤い軍服でした。戦闘時にはこれを裏返して黒い軍服にするという隊を結成していました。額兵隊は五月から八月にかけて訓練 重ね、熟練を重ねていったとされています。
この間、仙台藩などの奥羽諸藩は、薩長中心の新政府を批判するかたちで奥羽越列藩同
盟を結成し、新政府軍との間で戦争が始まります。細かい経緯については省略しますが戦局は仙台藩にとって不利なものになっていきます。ついに仙台藩の境まで新政府軍が迫ってくるなか、仙台藩では、十分に訓練を積んだ星恂太郎と額兵隊 たびたび出兵を命じますが、星恂太郎は次のように言って拒否 ます。 「わ 国（仙台）では戦争が始まって以来、出兵を急ぐあまり、兵器や弾薬の不足を考え ないから、敗走を重ねている。私はそのことを憂えて出兵しない である」 。武器や弾薬が不足 いるの 戦争をしても負けるに決 っているではないか という非常 合理的な考えを示 ます。星一方で弾薬の製造など 行わせてい した。
星たち額兵隊の出兵準備が整ったのは九月 ことです。ところが、いよいよ出 すると
いう段階になり、仙台藩は新政府軍に降伏して まいます。額 隊の会計役を務めていた荒井宣行の記録（ 「蝦夷錦」宮城県図書館所蔵）によ ば、九月十三日 星恂太郎 仙台
写真 7　（左）「額兵隊出陣祝砲之図」『蝦夷錦』（函館市中央図書館蔵『仙台市史』通史編 5 近世 3 図版 360）





を申し入れた九月十五日当日、駐屯していた仙台藩校の養賢堂を出発し、城下町の中心である芭蕉の辻に向かった いうことが、先ほどの荒井の記録や星恂太郎 日記（宮城県図書館「伊達氏史料」 ）に記されています。なお養賢堂敷地と建物は戦前の史蹟に指定されましたが、昭和二十年七月の仙台空襲で失われました。南鍛冶町の泰心院に移築された正門が唯一の遺構です（写真
7・右） 。この門を、星恂太郎たち額兵隊はくぐって出撃したのでしょう。額兵隊の人数ですが、最初八〇〇人であったのが、この段階では一、 〇〇〇
人に増えていたといい す（ 「蝦夷錦」 ） 。戊辰戦争の仙台藩兵と うと 「ドン五里」 、大砲の音を聞くと五里 約二〇キロメートル）も逃げ など 俗にいわれます。しかし、そのような人たちばかりではなくて、なぜ降伏するのか 、藩の方針に不満を持つ人々も多かった いうことがうかがえます。
星恂太郎の日記によれば、養賢堂を出た後 芭蕉の辻で全軍を止めて、 「奸
臣追放」と書か た高札 掲げたとあります。 「奸臣」 い は、降伏を決めた藩の首脳部 ことを指します。藩士 意に背いて降伏 決めた重臣 追放するという高札を、仙台城下町の真ん中に掲げさせた そのあと、 「御城」 （仙台城）に向かって銃 捧げ、礼式の音楽を演奏し、 その後、銃を肩上に取って、再び行軍した ことが書かれています。この音楽と関連して、桃生郡 津







によるものだと批判しましたが 応 説得を受け入れ、岩沼 引き返します。翌十六日には、細谷十太夫 いう藩士（写真
8・右）が、兵隊を率いて岩沼へやってきます。細谷




は勤王派として位置づけられ る人物です。新政府への降伏や戦後処理の中心となって活躍しました。 その遠藤に遭遇した額兵隊の隊員たちは怒りをあらわにしたようで、 国賊」遠藤文七郎を速やかに討ち果たすべ と進言 るものもありました。 かし 星は遠藤一人を斬っても、ほかの無数の「奸徒」を滅ぼすことは きない してその意見 退け
写真 9　遠藤允信（『遠藤允信翁勤王事蹟』より）
写真 8　（左）仙台藩主・伊達慶邦（仙台市博物館蔵『仙台市史』 























に扮したパレードが行われていますが、その中で赤い軍服を着た額兵隊の行軍も再現されています。額兵隊士が戦った場所は函館です 、彼らの出身は仙台です。また、先ほど述べましたように、彼らが通町などの旧城下町通りを行進し、菊田家で休息したというのは史料から明らかです。仙台の歴史を生かした ち作 ということを考えるとき、このよな小さな出来事でも生かしていけないのかと個人的には考えています。関連して、士の一人であった松浦悦之の記録が残されています（ 「諸事覚帳」コピー版宮城県図書館所蔵） 。コピーがだいぶかすれてい 読みづらいので、もと 所蔵者をお尋ねして、あらためて原本を確認する必要があると考え ます。実はこの中に 額兵隊 行進 際の体の動かし方やかけ声について記された部分があり 進 際の歩兵たちの動作がわかり、幕末期の行進曲も再現 れ いる。二つを組み合わせて、幕末仙台藩士 軍のようすを再現できない 、と思いまし の 、ここで紹介しました。
さて、戊辰戦争の後、明治時代の菊田源兵衛家はどのような歩みをたどったのでしょ
















判的な見方がありました。それは、実は一面ではそれまでの常識を越えた機敏な経営を展開する菊田家の姿を反映 ものだったと考えられ 。その一方、菊田家は地域 成り立ちに対しても責任意識を強く持っていました。街道を修復したり、 たここで見てきた天保飢饉の救済に尽力したのはその現れだといえます。そ から、先ほど お話しした額兵隊との関わりでは、藩に対して彼らの武器 なっ 西洋式のライフルな を購入するための軍事費や物資を負担しています。これについても 菊田家にとって 「国」である仙台藩の防衛を担うという責任意識という面か 理解できるかも知れません。
このような菊田源兵衛家の意識は、はたして一人 商人の個別事例 みにとどまるので







台の金石文 所収） 。それによれば、助右衛門はその家業である古手（古着）の商売を大町二丁目で始めました 、仙台城下町での古着商売は大町三・四丁目の独占となっており、助右衛門は仙台商人から批判を受け、藩から処罰を受けています。しかし、天保七年（一八三六）の凶作に際して助右衛門は藩の勘定奉行に登用され、先に述べたような救済資金のための万人講を行ったり、松の皮と米粉を混ぜた松皮餅の施しを実施し、人々から「お助け様」と感謝されました（ 『仙台市史』通史編５近世３
　
一一八─九頁） 。助右衛門





しくみにとらわれない経営活動 行う一方で、地域の成 立ちを守るため積極的に活動していたことがわかります。このようなあ かたは 十九世紀の仙台城下町商人の共通 る特徴だっ のではないかと結論づけておき いと思 ます。
菊田源兵衛家という家があり、通町で様々な活動をしていたということは、紛れもなく
通町の歴史の重要な一コマです。そ ことをこれからも語り継ぐ必要があると思います私も自分 研究などを通じて、通町も含めた仙台の歴史の掘り起こし 少しでもお役に立てればと思っております。ご清聴ありがとうございました。
